










 

 妊娠中は母体の血液量の増加,胎児,胎盤などの発育のため母体の鉄需要は著

しく亢進し,これが十分な鉄の供給によって補われないと母体は次第に鉄欠乏

による貧血を示すようになる。したがって妊婦貧血のほとんどは鉄欠乏性貧血

がしめているが,再生不良性貧血妊娠性悪性貧血,溶血性貧血等においても貧血

をおこした原因についてはともかく,貧血自体は血色素量の低下そのものであ

るから,母体の貧血は血色素本来の生理作用である酸素運搬能の低下を示し,こ

れが子宮内胎児のガス交換に決定的な影響を与えることになる。 


